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先端科学技術共 同研究 セ ンター年報

第3号 の発行 にあた って

九州大学先端科学技術共同研究センター

センター長 村 岡 克紀

センター発足後3年 が経過 しま した。 その間の活動内容を内外 の方 に知 ってい

ただ き、今後の利用の便にしていただ くこと、お よび御支援のお願いのために、

年報の第3号 を作成 しま した。 その内容 は、第1、2号 と同様 に第1編 をセ ン

ター活動の概要、第 皿編 を研究報告 としています。前者は、センターの概要 を御

紹介すると同時に、平成8年 度 に具 体的 に行 った活動 の詳細をまとめています。

他方後者は、平成8年 度 に本学教官 と民 間企業 との問で行 った共同研究の内容 と

得 られた結果を簡潔に示 した ものです。

センターに とって平成8年 度 の最大 の収穫 は、補正 予算 によってセンター建物

が竣工 したことです。ク リーンルーム(ク ラス1,000、 面積200㎡)、 大実験 室(各

約130㎡)5室 を含 む3階 建合計2,000㎡ の建物 が筑紫 キ ャンパス の中で最 もJR

大野城 駅寄 りに完成 しま した。竣工式は5月25日 に行 い、各界 の代表者 に参加 し

ていただ き盛大に執 り行われました。 これによりセンター活動が飛躍的に発展す

るベースが築かれま した。

そのほか、初年度からスター トした技術研修会やセ ミナー、講演会等は本年度

には軌道に乗 って順調に実績を上げてきました。平成8年 度 には新 たに高度技術

研修 や福 岡県等 との共創会議 もスター トさせました。 また、民間企業から毎月数

件つつの技術相談 も定期的になされ、学内教官を紹介 して共同研究に育 った もの

もい くつかでて きています。

これ ら実績 を踏まえ、平成9年 度 には、(1)セ ンター建物及 び設 備 を利 用 して

共同研究を活発に遂行すること、(2)学 内におけるセンターの位 置 づ け を明確に

して、それに従 っての活動を進めてい くこと、の二点を最大の課題 ととらえてい

ます。学内外の方々から忌憚 のない御意見を賜 り、 それを糧にして検討 を深 めて

いきたい と思います。本年報がそのような議論 のべ一スになることを期待 してい

ます。


